
牛根小学校で桜島海底噴火に伴う
水害（津波）避難訓練を実施

　９月 12 日、牛根小学校で桜島海底噴火に伴う水
害（津波）避難訓練が行われました。これは、海底
噴火が発生した際、自分の身を守るための知識及び
適切な避難方法を身につけ、各自の判断で避難がで
きるよう、同小学校が企画したものです。当日は児
童 15 人が参加し、実際の避難時に着用するライフ
ジャケットを着て、乗車する車の確認等を行いまし
た。森士

し え る

恵陽さん（５年）は「本当に避難する時に
備えて、訓練がとても大事だと思いました」と話し
ました。児童たちは真剣に訓練に取り組みました。

ふるさと先生と一緒に
新城小学校で落花生収穫

　９月 10 日、新城小学校の山手側にある畑で、同
小学校１・２年生が新城地区のふるさと先生と一緒
に落花生の収穫を行いました。これは、児童たちに
地元の特産品や農業について、楽しく学んでほしい
と同小学校と同地区のふるさと先生が企画したもの
です。１・２年生３人は、水やりだけでなく、タブレッ
ト端末を使い、観察や記録も続けてきました。隈元
一
い ち ご

護さん（２年）は「植えるときの種の向きが決まっ
ていることを知りました。土を掘って、たくさんの
落花生を見つけて楽しかったです」と話しました。

『国旗日の丸ふるさとの碑』修繕工事費用の
寄附金を募集しています

▲平成 25年 12 月に行われた「国旗日の丸ふるさとの碑」竣工式典の様子

　平成 25 年に道の駅たるみず湯っ足り館の広場に建立された、『国旗日の丸ふるさとの碑』のモニュメントの帆
が、経年により劣化しており、この碑を建立した国旗日の丸発祥の碑建立期成会が修繕工事費用の寄附金を募集
しています。幕末、島津家 28 代当主島津斉彬公は、西欧列強に対抗すべく、牛根麓と桜島の間の瀬戸海峡に造船
所を設け、そこで造船された洋式帆船「昇平丸」が日本の船の印として初めて白地に朱丸ひとつの日の丸を掲げ、
のちにそれが国旗となったという歴史的な背景があります。このことを後世に伝え、また本市の発展に繋げたい
との思いから『国旗日の丸ふるさとの碑』が建立されました。同会の堀内貴

た か し

志さんは「多くの皆さまのご寄付で
建立し、思いも寄らぬ強風により損傷しました。垂水市の史跡として残し、今後も語り継いでいくために、寄附

【募金口座】
鹿児島相互信用金庫垂水支店  
普通口座　1122970
口座名
日の丸発祥の碑建立期成会

【受付期間】
令和５年３月末まで

金のご協力をよろしくお願
いいたします。」と話しまし
た。

柊原振興会防犯パトロール隊
令和 4 年度防犯功労者県表彰

　９月６日、令和４年度防犯功労者及び交通安全功
労者表彰で、柊原振興会防犯パトロール隊が防犯功
労者として表彰され、市長室を訪れました。これは、
多年にわたり、鹿児島県における犯罪防止に多大に
貢献した団体等を表彰するものです。15 年間同隊
に所属している、同隊代表の森山稔

みのる

さんは、「長年
地域の子どもたちが安心安全に過ごせるよう、毎朝
パトロールを行ってきました。今回表彰いただき、
大変励みになりました。これからも防犯に努めてい
きたいと思います」と話しました。

極真会館 若獅子会 垂水川南道場生
後迫秀志さん優秀な成績を収める

　８月 21 日、福岡県で開催された、第 35回オープ
ントーナメント全九州空手道選手権大会で、極真会
館若獅子会垂水川南道場の後迫秀

ひ で し

志さんが、壮年の
部・軽量級で３位という成績を収めました。後迫さ
んは「家族を守るために４か月前から始めた空手で
したが、とても楽しく、自主練にも励んで運良く入
賞することができました。今度は自分が納得する試
合ができるよう、頑張りたいです」と話しました。

【道場生大募集！無料体験実施中！】ご興味のある方は下記まで！

垂水川南道場 ：指導員　是井さん　☎ 090-6426-2964

家族とつくる楽しい思い出
親子サマーキャンプ

　８月 21 日、大野自然学校で親子サマーキャンプ
が開催されました。これは、親子での自然体験活動
を通して、親子の絆と、協力することの素晴らしさ
を学ぶことを目的としたものです。当日は、５家族
14 人がピザ釜でのピザ作りや、紙コップ風鈴作り
に挑戦しました。参加者からは、「ピザ生地をこね
るのははじめてで、とても楽しかった」「また家で
も作ってみたい」などの声が聞かれました。協力し
て調理や制作を行うことで、家族の絆が深まり、夏
休みの良い思い出となりました。

祝！垂水小学校金管バンド
九州吹奏楽コンクールで金賞受賞！

　８月 19 日、第 67 回九州吹奏楽コンクールが熊本
県立劇場で開催され、垂水小学校金管バンドが小学
生の部で金賞に輝きました。昨年も県代表として同
コンクールに出場しましたが、コロナ禍により音源
出場を余儀なくされ、会場での演奏が叶いませんで
した。今年は、同劇場の舞台の上で演奏することが
でき、見事に金賞を受賞されました。同金管バンド
の活躍は、吹奏楽の原点である行進曲の父・瀬戸口
藤吉翁の故郷・垂水市に、しっかりと音楽文化が受
け継がれていることを示してくれました。
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